










要約 

出生体重1750g未満の低出生体重児(23例)を出産した母親の泌乳量とその母乳中の窒素量

を児の入院期間中経時的に検討した。その結果,窒素量は泌乳期とともに低下した。対象を

出生体重,在胎週数の違いによって 2群に分け検討した。いずれの時期においても 2群間の

窒素量に差は認めなかった。母乳中窒素量と泌乳量には負の相関関係が認められた(日齢

31 から 60)。1 ヵ月以降は未熟児母乳といえども質的(窒素量が少ない),量的(泌乳量が少

ない)に蛋白所要量を満たさない可能性が高いことが示唆された。一方,未熟児母乳に対し

て一律に蛋白を強化することは蛋白質の過負荷になる可能性もあり,窒素量,泌乳量を考慮

に入れなくてはならないと思われた。 


